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市
民
相
談
係
で
は
、
市
に
対
す
る
要
望

や
苦
情
、
日
常
生
活
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で

す
。
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
弁
護
士
に
よ
る
法

律
相
談
を
予
約
制
で
年
間
４
回
（
４
月
、

８
月
、
10
月
、
２
月
）
、
行
政
相
談
を
毎

月
２
回
（
第
４
水
・
木
曜
日
）
開
催
し
て

い
ま
す
。 

い
ず
れ
の
相
談
も
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
話
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
、
ま
た
は
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
る
身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請

求
が
相
変
わ
ら
ず
横
行
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
「
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
有
料
サ
イ
ト
未
納
料
金
」
や
「
電
子
消

費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
告
書
」
な
ど

の
名
目
で
困
惑
さ
せ
、
法
務
省
な
ど
の
公

的
機
関
名
や
弁
護
士
名
、
法
律
事
務
所
名

を
騙
っ
た
り
、
「
裁
判
取
り
下
げ
最
終
期

日
」
と
記
載
し
、
訴
訟
を
ほ
の
め
か
し
て

至
急
連
絡
を
求
め
る
よ
う
な
悪
質
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
何
ら
か
に
よ
り
流
出
し
た

個
人
情
報
を
も
と
に
、
何
の
根
拠
も
な
く

無
差
別
に
送
ら
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
根

拠
の
な
い
請
求
は
無
視
し
て
絶
対
に
連
絡

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
を
す
る
と
、
電
話
番
号
等
の
新
た
な

個
人
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
毅
然
と
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
や
封
書
、
メ
ー
ル

が
届
い
て
、
請
求
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た

り
、
不
安
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
一

人
で
判
断
し
て
慌
て
て
お
金
を
振
り
込
む

こ
と
の
な
い
よ
う
、
す
ぐ
に
市
民
相
談
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
合
せ
　
環
境
保
全
課
市
民
相

談
係
０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
　
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ(

h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.city.hikari.lg.jp/siyakusyo/

h
ozen

/sou
d
an
.h
tm
l)

　
Ｅ
メ
ー
ル

(h
ttp://w

w
w
.city.h

ik
ari.lg

.jp/
siyakusyo/hozen/m

ailsoudan.htm
l)

市
民
相
談
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
私
た
ち
は
、
「
大
量
生
産
、
大
量
消

費
、
大
量
廃
棄
」
に
よ
っ
て
、
便
利
で
快

適
な
生
活
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
と
引
き
か
え
に
地
球
温
暖
化
な

ど
の
環
境
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
問
題
は
と
て
も
身
近
な
問
題
で
、

私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
地
球
の
環
境
を
こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
『
最
適
生
産
、
最
適
消

費
、
最
少
廃
棄
』
を
目
指
し
た
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
は
、
私
た
ち
が
よ
く
見
か
け
る
光

景
で
す
。
私
た
ち
は
、
日
常
生
活
で
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
り
、
ご
み
を
出

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
自
体

が
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
環

境
に
つ
い
て
考
え
、
ま
ず
毎
日
の
生
活
で
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が

環
境
問
題
に
取
り
組
む
第
一
歩
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
、
原
油
の
９

割
以
上
を
中
東
地
域
か
ら
輸
入
し
て
い
る

我
が
国
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
工
夫
で
で

き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
と
て
も
大
切
で

す
。
ま
ず
は
家
計
の
節
約
を
行
う
気
持
ち

で
取
り
組
み
、
地
球
の
省
エ
ネ
へ
の
第
一

歩
と
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
毎
日
10
分
短
縮
…
月

あ
た
り
4.2
�
の
ガ
ソ
リ
ン
節
約
（
５
１
７

円
）

○
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適
正
に
保
つ
…
月

あ
た
り
１
・
25
�
の
ガ
ソ
リ
ン
節
約
（
１

５
４
円
）

○
使
わ
な
い
電
化
製
品
の
プ
ラ
グ
を
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
く
…
月
あ
た
り
3.7
�
の
原

油
節
約
（
３
４
２
円
）

○
買
い
替
え
時
に
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
電
化

製
品
を
購
入
…
月
あ
た
り
４
�
の
原
油
節

約
（
３
７
０
円
）

○
１
日
１
分
、
シ
ャ
ワ
ー
時
間
を
短
縮

…
月
あ
た
り
0.9
�
の
原
油
節
約
（
83
円
）

○
煮
物
を
１
日
１
回
作
る
と
し
て
、
落
し

蓋
を
す
る
…
月
あ
た
り
1.5
�
の
原
油
節
約

（
１
３
９
円
）
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上
級
・
電
気
　
１
人

　
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
の
工
学
部
電
気
工

学
科
（
こ
れ
に
準
ず
る
学
部
学
科
を
含

む
）
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
18
年
３
月
卒

業
の
見
込
み
で
三
交
替
勤
務
が
可
能
な
人

●
試
験
日
　
平
成
17
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７
月
24
日
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会
場
　
市
水
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●
受
付
期
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平
成
17
年
６
月
30
日

●
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郵
送
を
希
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す
る
人
は
、
返
信
用
切
手
１
２
０
円
分
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
）

上
級
・
行
政
　
２
人
程
度
　

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平

成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

上
級
・
土
木
　
１
人
程
度

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
の
工
学
部
土
木
工

学
科
（
こ
れ
に
準
ず
る
学
部
学
科
を
含

む
）
を
卒
業
ま
た
は
平
成
18
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
人

　
５
月
11
日
、
東
京
都
で
平
成
17
年
度

「
全
国
自
治
体
病
院
開
設
者
協
議
会
」
の

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
自
治
体
病
院
の
開
設
者
で
あ
る

知
事
や
市
長
・
町
長
な
ど
の
関
係
者
が
出

席
す
る
中
、
協
議
会
副
会
長
の
末
岡
市
長

が
、
自
治
体
病
院
の
果
た
し
て
い
る
役
割

と
病
院
経
営
の
厳
し
い
現
状
を
改
善
し
て

い
く
た
め
、
次
の
よ
う
な
決
議
を
提
案
し

ま
し
た
。

①
地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
必
要
人

数
の
確
保
や
地
域
偏
在
、
診
療
各
科
偏
在

の
改
善
、
地
域
医
療
の
実
情
を
踏
ま
え
た

医
師
配
置
基
準
の
見
直
し
な
ど
、
医
師
確

保
対
策
の
た
め
の
抜
本
的
な
施
策
を
講
じ

る
こ
と
。

②
地
域
医
療
を
担
う
自
治
体
病
院
の
再
編

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
持
続

可
能
で
、
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
財
政

支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

③
小
児
医
療
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
不
採

算
医
療
の
実
態
に
即
し
た
抜
本
的
な
診
療

報
酬
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
看
護
師
等
医
療
関
係
従
事
者
確

保
対
策
、
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
の
円
滑
な

推
進
、
病
院
事
業
に
か
か
る
地
方
財
政
措

置
、
医
療
安
全
確
保
対
策
、
医
療
保
険
制
度

の
改
革
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
自
治
体
病
院

が
当
面
す
る
課
題
を
協
議
会
の
決
議
と
し
て

政
府
お
よ
び
国
に
要
請
す
る
こ
と
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
、
今
後
の
自
治
体
病
院
の
難

局
に
対
し
、
全
国
の
自
治
体
病
院
の
開
設
者

が
密
接
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
終
了
後
、
末
岡
市
長
は
陳

情
団
の
代
表
者
と
し
て
財
務
大
臣
お
よ
び

財
務
省
に
対
し
て
自
治
体
病
院
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
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▲決議を提案する末岡市長

市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
市
　
職
　
員

　
水
道
局
職
員
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消
費
生
活
事
例
紹
介

●
毎
日
の
生
活
で
で
き
る
こ
と
●

「
全
国
自
治
体
病
院
開
設
者
協
議
会
」

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

「
全
国
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病
院
開
設
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協
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会
」

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

６
月
は
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月
間
で
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す


